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キレイに、未来へ

2025年３月期決算説明資料

株式会社トヨコー 2025年５月14日
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１：会社概要
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21%

79%

CoolLaser（クーレーザー）

SOSEI（ソセイ）

4

キレイに、未来へ

注1：2025年３月末時点。 注2：単体数値で作成。

トヨコーのテクノロジーで環境に優しい

インフラメンテナンスの未来を創造します。

事業別売上高の推移注2

85%

15%

事業別売上構成比の変化

3%

97%
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2018年から開始した資金調達により

CoolLaserの開発を加速。2023年上市に至る。

1996 2006

塗装・防水工事で創業

2008

豊澤が光産業創成大学院大学に入学し、

CoolLaserの共同開発を開始

2019 2021 2023 2024

レーザー施工研究会にて

・「レーザー照射処理に関する安全ガイドライン」公表

・レーザー照射処理管理技士、レーザー照射処理施工士

の資格認定制度開始

CoolLaser初の市販モデル

｢G19-6000｣シリーズ発売

2014

CoolLaserの開発拠点浜松研究所を開設

・一般社団法人レーザー施工研究会立ち上げ

・JIS規格「JIS Z 2358 レーザー照射処理面の

除せい（錆）度測定方法」制定

｢G19-6000｣シリーズ納品開始現CEO（豊澤）当社参画 (2003)

SOSEI工法の開発 (2006)

売上高

開発フェーズ 事業成長・収益化フェーズ

開発フェーズ 社会実装フェーズ 事業成長・収益化フェーズ

We are here!

7億円資本調達

CoolLaser

SOSEI

14億円資本調達

2018

2億円資本調達

社会実装フェーズ

東証グロース市場上場

7億円資本調達

2025



阿部 洋
監査役

デロイトトーマツでベ
ンチャー支援や管理体
制構築支援に従事。そ
の後税理士法人を設立
し、代表社員に就任。
公認会計士・税理士
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光学×建設×スタートアップ経営に熟知した

経営メンバーが集まる。

CoolLaser事業において、メイドインジャパンで屋外用途として世界最高水準の出力を誇る

レーザー施工装置「CoolLaser®」を開発・製造するディープテック企業注。

豊澤 一晃 
代表取締役CEO

白井 元 

取締役CFO

トヨコー創業家2代目と
して建設業に精通。元
デザイナー。オンリー
ワン技術のSOSEI、
CoolLaserを創出。

鈴木 紀行
取締役COO

PwC、フロンティアマ
ネジメントでコンサル
ティング。デロイト
トーマツのIPO部隊でマ
ネージャー。
公認会計士

藤田 和久
社外取締役

大阪大学、JAXA等で
レーザー核融合、X線分
光デバイス、高出力
レーザーの宇宙応用等
を研究。光産業創成大
学院大学 副学長・教授

守屋 実
社外取締役

ミスミを経てラクスル
などの創業に参画。博
報堂、JAXAなどのフェ
ロー、内閣府有識者委
員を歴任。新規事業家

東光（現 村田製作
所）、ローム、
NVIDIA、EDGEMATRIX
で重要ポストを歴任。
大企業や自治体向け販売
戦略策定やセールス部門
を牽引。

佐々木 輝
常勤監査役

デロイトトーマツで監
査やM&A業務。独立
後、決算支援や会計コ
ンサルティング、上場
準備会社の決算・管理
体制構築支援。公認会
計士

川添 文彬
監査役

アンダーソン毛利で企
業法務・租税法務を経
験。オランダのライデ
ン大学で国際租税法の
LLM取得。法律事務所Y 
Cube代表 弁護士

注：当社は2024年11月に量産体制を整備するための資金を株式会社みずほ銀行から借り入れる際、経済産業省から革新的技術研究成果活用事業活動計画の
認定を受けたディープテックベンチャー企業として、中小機構が貸付金額の50%を債務保証する革新的技術研究成果活用事業円滑化債務保証制度に採択された。



施工管理

※元請の場合

施工

施工管理

※下請の場合
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インフラメンテナンス業界における

２つの独自技術を事業展開。

SOSEIは、特殊な３層の樹脂を老朽化

した屋根上に吹き付ける工法を、当社

自らが受注・施工管理を行う責任施工

の形態で、実作業は協力会社のサポー

トも得ながら顧客へ役務を提供する。

CoolLaser は装置メーカーとして

装置販売の他に、台数の増加と共に

継続収益となる消耗品販売や

保守メンテナンスを手掛ける。

注1：SOSEI事業の施工売上は、元請会社経由の受注が中心。
注2：CoolLaser事業の保守サービスは、今後提供予定である。
注3：CoolLaser事業の施工売上は、装置性能を確認するための試験施工が中心である。

（インフラオーナー）（インフラオーナー・工事会社）（施工対象工場・建物の所有者）

SOSEI事業 CoolLaser事業

（塗装）

（システム）

（発振器・コンプレッ

サー・チラー等）
（保護ウィンドウ等）（樹脂・塗料） （防水・塗装）
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２：事業の概要（SOSEI）
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工場・倉庫の老朽化や

省エネ対策を

当社独自素材である SOSEI が解決。

発注者（製造業・物流業）のペイン
特殊な3層の樹脂を大手化学メーカーと
共同開発・独占調達契約を締結

SOSEIは工場・倉庫の設備や生産品を様々な自然災害から守り、屋根の魔法瓶効果注1で建屋内の空調効率を改善。

電気代とCO2排出量の大幅削減に貢献。施工品質と作業員の安全性を両立する工法特許を取得注2。

老朽化対策

自然災害から建物設備を
守らないといけない

生産量の維持·向上

計画生産達成のために工
場の稼働を止められない

コスト削減

工場のランニングコスト
削減が求められる

SOSEI なら同時に上記全ての課題解決が可能

防水・補強効果に
より建物を延命

建屋内部には影響
しない工法のた
め、工場は稼働し
たまま実施が可能

断熱効果で空調効
率改善·電気代削減

第3層 SOSEI トップ
耐候性塗料
２液ウレタン系溶

第2層 SOSEI コート
防水・補強材
特殊ポリウレタン樹脂

第1層 SOSEI フォーム
接着・断熱材
特殊ポリウレタンフォーム

スレート屋根

注1：１層目の断熱層により、建屋内が夏場は涼しく冷房効率を高め、冬場は保温効果で暖房効率を高める。
注2：特許第7332142号、第6815548号
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SOSEI は気候変動対策に寄与 冷暖房期の省エネ効果

屋根裏の温度が最大20℃低下

年間電気料     34%  削減

年間CO2排出量 112t  削減

SOSEI 施工済SOSEI 未施工

出所：モデル建屋（L48m×W20m×H5m）にてSOSEIを施工した場合
の、施工前後の熱損失量の差を求め、年間を通じた暖冷房期の平均外
気温度と室内温度、稼働時間を設定し、熱負荷の差から省エネ効果を
数値化。

注：実際の導入事例であり、効果を保証するものではありません。
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強度不足のスレート屋根でも

太陽光パネルを設置可能に（特許出願済）。

SOSEI + 太陽光パネル設置事例（中国地方１万㎡） SOSEI + 太陽光発電 + 再生可能エネルギー切り替え

SOSEI は、強度不足で太陽光パネルの設置が不可能とされたスレート屋根を補強。

太陽光パネルを設置できるようにすることで工場・倉庫のゼロカーボン化の達成にも貢献。

省エネ 創エネ 再エネ

不足する電力は

蓄電池、自然

エネルギーから給電
出所：Google map航空写真2024/8

屋根 パネル

各メーカー

注：SOSEI・太陽光発電・再生可能エネルギーをそれぞれ利用した際のエネルギー使用量とCO2の排出量に関するイメージ図



31%
19%

29%

16%

18%

29%

16%

24%

4%
8%

2% 4%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

潜在的市場規模 25/3期実績

Confidential All rights reserved. Ⓒ 2025 Toyokoh Inc. 12

SOSEI の潜在的市場規模は大きい。

SOSEI の主な対象の工場・倉庫は太平洋ベルト沿いに多く点在。

SOSEI ＋太陽光パネルの協業が進めば更なる市場拡大が期待。

地域別売上構成比の潜在的市場規模と当社実績

関東
関東

中部

中部

近畿

東北

中国

中国

九州
九州
四国

関東の開拓余地が大きい

4億円

316億円

294億円

183億円

22億円

163億円

39億円

全国計：1,020億円

北海道

東北

中部

関東

近畿
中国

四国

九州

沖縄

注：Google mapを用いて全国の工場団地から、地域別にスレート屋根面積を集計（2021年9

月）。SOSEIの㎡単価を乗じる事で潜在的市場規模を算定。当該潜在的市場規模は、公開デー

タに基づき、上記に記載の集計方法により、当社が試算した数値である。統計調査や第三者

作成のデータの精度には限界があるほか、当社による一定の前提又は仮定に基づいて試算し

た推計値であるため、実際の市場規模とは大きく異なる可能性がある。

近畿
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３：事業の概要（CoolLaser）



米国や台湾で落橋死亡事

故が相次いで発生。落橋

の原因はサビによる腐

食。世界各地でインフラ

老朽化が社会課題に。現

状のサビ取り工事は３Ｋ

仕事であり、担い手不足

に悩まされている。
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世界各地でサビの腐食が原因で

社会インフラの崩落・死亡事故が多発。

出所：2007年８月１日ミネソタ州で発生したミネアポリス高速道路崩落事故の様子（2007年8月2日 Mike Wills 撮影）
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社会インフラの老朽化、予防保全の取り組みは

今後加速度的に進む可能性大。

5.2
5.8 6.1 6.3

6.25.2

8.1 8.1

9.2

11.6

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

2018年 2023年 2028年 2038年 2048年

単位：兆円

予防保全に取り組んだ場合

事後保全の場合

予防保全に用いられる CoolLaser のニーズは今後、
継続的に高まることが見込まれる。

インフラ維持管理・更新費の将来推計注2建設後50年以上経過する道路橋の割合注1

今から15年後には
全体の75%が
建設後50年を経過。

30%

2040年3月時点

75%

2020年3月時点
維
持
費
削
減

注1：2023年10月「新たな暮らし方に適応したインフラマネジメント～インフラ集約・再編の推進に向けて～」P.4 建設後50年以上経過する道路橋（橋長2m以上）の割合

注2：国土交通省所管分野における社会資本の将来の維持管理・更新費の推計（平成30年11月30日）」より、20年後（2038年度）の事後保全と予防保全にかかる維持管理コストの差から算出。
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CoolLaserは世界最高峰の

高出力レーザーで、従来は

サビが除去しきれなかった

ボルト部など複雑な形状の

箇所も早く、キレイに処理

が可能。

注：喜畑友美・佐々木泰崇 (2016) ”循環式エコクリーンブラスト工法による鉛・PCB有害物質を含む産業廃棄物の削減効果” P2 

https://www.cbr.mlit.go.jp/kikaku/2016kannai/pdf/in05.pdf より、1㎡の塗膜1kg/㎡の除去にブラストは40kg/㎡の研削材を使用。

産廃物の埋立処分場までの搬出に要するCO2排出量はCoolLaser 1kg/㎡÷ブラスト 41kg/㎡=2.4%となり、ブラスト比98%削減

レーザー技術で産廃物を産まず注、

サビの再発原因の塩分まで除去可能。

CoolLaserの紹介動画は

こちら ※YouTubeが開きます。

出所：Japan Video Topics

 「インフラを守るテクノロジー」

URL：https://web-japan.org/jvt/ja/

https://www.cbr.mlit.go.jp/kikaku/2016kannai/pdf/in05.pdf
https://www.youtube.com/watch?v=My0mbcdWZlw
https://web-japan.org/jvt/ja/
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CoolLaser は日米で権利化。

屋外工事に特化した製品で他製品とは一線を画す。

CoolLaser はレーザー光で鋼材表面の

塗膜・サビ・有害物質を溶融・蒸散・

熱破砕により除去しながらも、円回転

による超高速スキャンで鋼材そのもの

への熱影響は抑制する画期的な技術。

単位：件 国内 海外

取得済 17 6

出願中 11 5

合計 28 11

知的財産権の状況 2025年２月末時点

超高速円形照射による特許技術

US-9868179

特許第5574354号

17
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独自の特許技術が生み出す

一般的なレーザークリーニング装置との違い。

•

•

•

•

• •

•

•

•

•

• 高出力化が困難（最大1kW）

•

•

•

•

•

時間

強さ

時間

18

強さ
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CoolLaser の製品ポジショニング

重層的な模倣困難性現在のポジションマップ注1

CoolLaser は、高出力かつ屋外用途の観点では、独自性のあるポジションを確立。

高出力化（縦軸方向）、屋外用途（横軸方向）のいずれも様々な開発困難性を伴う。

注1：市販品が確認されているメーカーのHPやカタログを踏まえた当社独自の分析と検討に基づく

⚫ フロントランナーとしての実績

✓ 2008年開発着手、2018年メディアで世界向けTV放送以来、現場実績は150超

✓ 自社で建設業ライセンス保有。試作機を投入し課題を把握、開発に還元

✓ サビが効率良くキレイに取れる最適なパラメータを数万通りから発見済

✓ 円回転照射の特許技術で高出力化とハンディ化を両立

✓ (一社)レーザー施工研究会で社会実装に向け規格化に取り組み、開発に反映。

今後は国際規格化も視野

⚫ スタートアップ活動を活かしたリソース確保、優秀なエンジニア

✓ スタートアップ活動を通じた知名度向上・資金確保

✓ 光学大国日本のトップメーカーから集まったエンジニア

✓ 光のまち浜松に拠点を構え、高い技術力を持った協創パートナーとモノづくり

✓ 大手インフラオーナーやゼネコンから資本調達を実現。 CoolLaserの普及に向

けた強力な株主企業群を構築

屋外用途屋内用途

低出力 （除錆度低）

開発困難性 低 高

低

高

高出力 （除錆度高）

独自のポジションを確立



第2世代
（G19）
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2023年に CoolLaser 初の

市販モデル G19 を上市。

2024年9月より納品開始。

CoolLaser は、第1世代から改良を重ねた

第２世代モデルを上市し、受注を積み上げている。

第1世代（G18）

✓ 2019年～累計100を超える自社現場で実証

✓ 既存工法に比べ、発サビの抑制など実現場で優位性を確認

✓ 現場利用時の課題を把握。第2世代で改善

第１世代（G18）からの改良点

• レーザー出力3kW→5.4kWに向上。施工効率は3~4倍に向上

• セーフティ機構強化による、安全性向上

• レーザーヘッド近傍に操作端末を集中し、1人工省力化

• 集塵機性能の大幅向上で、よりクリーンな作業環境へ

• 鋼材表面の酸化被膜問題を解消し、塗膜耐久性を向上

• 販売価格(税別)は、１億円台



大手建機レンタル会社 大手宇宙開発団体

水力発電設備や送電線鉄塔に適用 サビが除去出来なかった通信鉄塔に適用複数台導入し工事会社にレンタル
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多様な顧客ニーズ・

現場ペインを解決するCoolLaser

大手電力グループ会社

before after

before after

before after

装置売上 装置売上 施工売上
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CoolLaser は既存工法より

地球環境と作業者に優しく、廃棄費やLCCを低減。

産廃処理費・CO2排出量の削減 作業者に有害な鉛・PCB等の低減サビの再発原因となる塩分の除去

CoolLaserは作業現場の３Kを３C（Cool Clean Creative）に変え、作業者のウェルビーイングに貢献。

塩分除去でサビの再発を抑制しライフサイクルコストを低減させ、限られた予算内でのインフラの維持管理に貢献。

0%

50%

100%

0%

50%

100%

0%

50%

100%

98%削減注1 98%削減注2 96%削減注3

注1：ｻﾝﾄﾞﾌﾞﾗｽﾄ工法による塗膜除去時の研削材40kg/㎡÷(塗膜1kg/㎡+研削材40kg/㎡)=98%削減。出典：喜畑友美・佐々木泰崇 (2016) 「循環式ｴｺｸﾘｰﾝﾌﾞﾗｽﾄ工法による鉛・PCB有害物質を含む産業廃棄物の削減効果」
注2：1-ﾚｰｻﾞｰﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ(CoolLaser+ｶｯﾌﾟﾜｲﾔ)工法0.6mg/㎡÷ｻﾝﾄﾞﾌﾞﾗｽﾄ工法35.4mg/㎡=98%削減。出典：土木新技術ｼｮｰｹｰｽ2023 in東京（開催日：2023/09/27 主催：国立研究開発法人土木研究所）「ﾚｰｻﾞｰによる表面処理技術を活用した素地調整技術」
注3：1-CoolLaser2.4mg/㎥÷動力工具(ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞﾂｰﾙ)利用時の鉛濃度61mg/㎥=96%削減。出典：㈱環境管理ｾﾝﾀｰ「塗膜剥離作業時の作業環境測定(2024/3/25)」

ブラスト ブラスト サンダーCoolLaser CoolLaser CoolLaser
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CoolLaser は全ての工程を

一気通貫に処理でき、コストも削減できる。

下地処理の工程別工法 工法別のコスト比較 注1

従来、下地処理は工程別に機材入れ替えが必要であったが、CoolLaserなら一気通貫に行える。

産廃処理費等のコストも削減でき、他の優位性も踏まえると発注者、作業者、利用者３者とも利点が大きい。

注1：出所 桁端部（処理面積:73㎡）、旧塗膜:300µⅿ（PCB含有）の場合を想定し、自社で試算。ブラストの研削材は鉱

砕スラグ・ガーネット (非金属系研削材)利用を想定。

99 
95 

95 

466 

415 

216 
31 

951 

907 

19 

1,560 

1,218 

517 

0

500

1,000

1,500

2,000

塗膜剥離 サビ除去～素地調整 安全対策費 産廃処理費

ブラスト CoolLaser剥離剤＋ブラスト

塩分除去

高圧洗浄等

塗膜剥離

剥離剤等

サビ除去

電動工具等

素地調整

ブラスト等従来

CoolLaser なら、1台で全ての工程を一気通貫に処理可能

削減

単位：万円
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CoolLaser がターゲットとする

インフラメンテナンス市場は、広大で数も多い。

鉄と酸素があれば、あらゆる構造物はサビによる腐食が生じる。

屋外構造物のメンテナンスニーズは幅広く、当社は以下を重点分野として事業を推進。

橋梁分野 鉄塔分野

その他分野海事分野

道路 鉄道

海運 ドック

通信

プラント

送電

保管

装置販売

国内市場規模

800億円以上

(2023年)注

73万橋 10万橋 8万塔 24万基

7千隻 1千港 5千所 7千基

注：世界のブラスト販売市場規模 8.7 Billion USD(a) × 145円/USD(2024/9/27TTM 三菱UFJリサーチ&コンサルティング) × 6.4%(b) =国内のブラスト販売市場規模 800億円
(a)Maximize Market Research社世界のショットブラストマシン市場(2023年) (b)弘文社「佐藤隆良の海外建設市場シリーズ（３）-市場規模編(2015)年」日本の建設市場規模2576億USD÷世界の建設市場規模4兆USD
市場規模については、公開情報又は第三者作成のデータ等に基づき、上記の計算方法により当社が試算した数値であり、統計調査や第三者作成のデータの精度には限界があるほか、当社による一定の前提又は仮定に基
づいて試算した推計値であるため、実際の市場規模とは大きく異なる可能性がある。
出所：道路＝国土交通省「道路統計調査(2022.3)」、鉄道＝国土交通省「鉄道統計年報(令和3年度)」、通信＝JTOWER事業計画(2024.5)、送電＝経産省「鉄塔・電柱に係る技術基準をめぐる現状について

(2019.11)」、海事=日本内航海運組合連合会・海運統計要覧(2019)、ドック=国交省港湾局(2023.4)、プラント=資源エネルギー庁「電力調査統計(2019)」、保管＝資源エネルギー庁「石油設備調査(2020.3)」

数 国内の数

ブラストが使われている市場

ブラストを使う事が
出来なかった市場も
含めると更に大きく
なる可能性がある。

以上=
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CoolLaser の今後の成長戦略

業界軸の展開施策例

業界ごとにレーザー施工の仕様化や実績を積み上げ、他地域や同業他社、海外に展開。インフラメンテナンスは業界が多岐に渡り

数も国内外に膨大であるため、自社利用に限定せず装置メーカーとして、ユーザーと共に広く社会インフラの維持に貢献する。

✓ 高速道路会社へ向けた技術審査証明の取得

✓ 鉄道分野の長寿命化実証による鉄道便覧仕様化

✓ 大手電力中核工事会社による送電線鉄塔施工方法確立

関
東

東
海

近
畿

…
  海

外

同
業

A
社

B
社

C
社

…
 

民間保有 公共保有

地
域
軸

業界軸

通信鉄塔 水力発電 送電線 鉄道   道路…

8万塔注2    1.7千基注2 24万基注2 10万橋注2 73万橋注2

…

地域軸の展開施策例

✓ 販売パートナー（リース会社、代理店）との提携

✓ 建機レンタル会社による全国規模の装置配置

✓ 展示会を通じた拡販

注1：上表はあくまで当社が現時点で想定するCoolLaserの展開に関するイメージ図であり、具体的な計画や
予想を示し、あるいはその達成を確約するものではありません。
注2：国内の数を記載。出所はP.17参照。水力発電=資源エネルギー庁「電力調査統計(2019)」

拡販イメージ

IPOを活用した上場後の成長戦略

✓ 調達資金を活用し営業体制拡大、リード数増加

✓ 調達資金を活用し海外PoCの実施（例：米国州政府交通

局、国営オイルメジャー等）

✓ IPOによる認知度向上、企業信頼度向上による受注率UP
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インフラメンテナンスの将来像

（ CoolLaser と他の新技術との組み合わせ）

インフラメンテナンスの次世代技術との連携を積極的に推し進め、工事現場の３Ｋを３Ｃに変革する 注1。

（レーザーメンテナンス）

ドローン（点検・診断）

ロボティクス（自動機）DX（工程・メンテナンス履歴管理）

AI（画像解析）

注1：あくまで当社が想定する将来イメージ図であり、その実現を確約するものでもありません。



４：2025/3期決算概況と2026/3期予算
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単位：百万円

Confidential All rights reserved. Ⓒ 2025 Toyokoh Inc.

CoolLaser が G19 リリースにより売上拡大、

開発費率は低減。

営業利益と研究開発費率 の推移売上高の推移

CoolLaser納品開始で売上成長。G19上市で研究開発費率は減少し黒字化。

継続成長のSOSEIが基盤となり、CoolLaserの高成長を下支え。

左軸：営業利益（百万円） 右軸：研究開発費率

G19の開発

事業別営業利益（百万円）

注：研究開発費率＝研究開発費÷売上高

G19の完成、
SOSEIの値上げ

2019/3期 2020/3期 2021/3期 2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期

SOSEI 146 174 144 101 158 280 572

CoolLaser -99 -192 -349 -512 -186 -325 -69

本社費 -110 -151 -135 -160 -158 -144 -201

合計 -62 -169 -339 -571 -186 -189 301



12 126 

1,749 

1,099 

389 

611 

12 
126 

2,138 

1,710 

リードタイムについて

SOSEI

・受注から着工まで約1ヶ月。

・着工から完工まで最大約6ヶ月。

・工事進行基準を採用。売上進捗で受注残高が消化。

CoolLaser

・受注から納品まで約6ヶ月。

2024/3期について

SOSEIは、２年半に渡る大型案件を受注。

CoolLaserは、装置販売の開始で受注高が増加。

2025/3期について

SOSEIの受注残高は、大型案件進行で消化。大型案件

受注を機に施工協力会社が増加しており、拡大した

キャパシティを売上成長に繋げていく。

CoolLaserは、2026/3期上期納品予定分を受注済。引

き続き下期以降の受注を積み上げ中。
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受注残高はSOSEIの大型案件受注や

CoolLaserの装置販売開始に

伴い、向上している。
事業別・年度別受注残高注1の推移

単位：百万円

受注残高は増加

注1：受注残高＝各事業年度の期末時点で受注済み案件の受注額の累計額－当該事業年度までに売上計上未了な金額
注2：納品予定時期については、現時点における納品予定時期を記載しており、実際の納品時期と異なる可能性がある。
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CoolLaser事業「中期経営計画」を発表

（2024/12/9リリース）

CoolLaser事業中期経営計画（2026年３月期～2028年３月期）

出所：トヨコーHP（NEWS）  2024/12/9 「2026 年３月期～2028 年３月期 中期経営計画」
https://www.toyokoh.com/wp/wp/wp-content/uploads/2024/12/press_release_20241209.pdf

CoolLaser事業の中期経営計画を当社HP

上で公表。KPI（重要業績評価指標）と

して「CoolLaser納品台数」を選定し、

2028/3期まで各期の下限と上限の台数を

公表。

2026/3期は9～15台であるところ、

2025/5/14公開の2025年３月期決算短信

内では、2026/3期の業績予想を12台に

て開示。

https://www.toyokoh.com/wp/wp/wp-content/uploads/2024/12/press_release_20241209.pdf
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浜松市内にCoolLaser新工場の土地・建物を

2024年11月に取得。2025年秋を目途に

稼働開始予定。

CoolLaserの新製造・開発拠点「HAMAMATSU BASE」現・研究所では月産１台程

度であるが、新たな製造・

開発拠点である

「HAMAMATSU BASE」で

は最大で月10台程度注まで

の生産を可能とするべく、

2025年秋頃稼働開始を目指

す。

取得には、経済産業省より

「革新的技術研究成果活用

事業活動計画」の認定を受

けたディープテックベン

チャーとして、中小機構の

50%債務保証によりみずほ

銀行から３億円を借入。

注：製造人員の増加等も行った上で、
当該拠点で最大限見込める生産数量。

出所：トヨコーHP（NEWS）  2024/12/16 「中小機構の「革新的技術研究成果活用事業円滑化債務保
証制度」を活用し、みずほ銀行より３億円を借入」
https://www.toyokoh.com/wp/wp/wp-content/uploads/2024/12/press_release_20241216.pdf

https://www.toyokoh.com/wp/wp/wp-content/uploads/2024/12/press_release_20241216.pdf
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トヨコーの IPO にコモンズ投信社、横河ブリッジ社

がコーナーストーン投資家として参画

（2025/4/8リリース）
プレスリリースとコモンズ投信社、横河ブリッジ社のHP

コモンズ投信社は、インパクト投資（より良

い未来をつくるため、社会にポジティブなイ

ンパクトを生み出す企業への投資を通じて社

会的リターンと長期の経済的リターン両者の

獲得を目指す投資）に積極的に取り組まれて

おり、当社のインフラメンテナンス領域での

革新的な取り組みに共感頂く。

横河ブリッジ社は橋梁（鋼橋）メーカーとし

て国内最大手であり、新設から維持管理へと

社会ニーズが変化するなか、インフラメンテ

ナンスの新手法としてのCoolLaserに期待を

頂き投資に至る。

注：出所トヨコーHP（NEWS）  2025/4/8 「トヨコーのIPOにコモンズ投信、横河ブリッジが参画」
https://www.toyokoh.com/wp/wp/wp-content/uploads/2025/04/press_release_20250408.pdf

https://www.toyokoh.com/wp/wp/wp-content/uploads/2025/04/press_release_20250408.pdf


Confidential All rights reserved. Ⓒ 2025 Toyokoh Inc. 33

国土交通省の令和７年度準推奨技術に

「CoolLaser工法」が選定（2025/4/21リリース）

出所：トヨコーHP（NEWS）  2025/4/21 「国土交通省の令和７年度準推奨技術に「CoolLaser工法」が選定」
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS05463/8b87505b/6c58/44eb/9056/aeefb0fb3bdd/140120250421518877.pdf

令和７年度推奨技術・準推奨技術選定に関する国土交通省のリリース

国土交通省が運用する「NETIS（新技術

情報提供システム）」に登録される全

3,716件（2025.3末時点）工法の内、

CoolLaser工法が公共工事等における優

れた新技術としてその活用を促進する事

を目的に、令和７年度「準推奨技術」に

選定。

CoolLaser工法を採用する事が工事会社

の加点要素となるため、CoolLaser工法

を採用するインセンティブとなる。

https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS05463/8b87505b/6c58/44eb/9056/aeefb0fb3bdd/140120250421518877.pdf


３年後 ５年後
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SOSEIは脱炭素化、省力化の時代背景を後押しに、国内

BtoB屋根メンテナンス市場でNo.1を目指し海外にも展開。

注1：営業、施工管理及び施工を実施頂く代理店
注2：上表はあくまでも今後の計画であり、その達成を確約するものではありません。今後、計画の見直しや実行時期の変更等が入る可能性があります。



Confidential All rights reserved. Ⓒ 2025 Toyokoh Inc. 35

CoolLaserは生産・販売体制を拡充し海外へ販路を広げ、

公共工事に採用される事で広く社会課題解決に貢献。

注1：移転先の土地・建物は取得済であり、移転作業を進めております。
注2：上表はあくまでも今後の計画であり、その達成を確約するものではありません。今後、計画の見直しや実行時期の変更等が入る可能性があります。

３年後 ５年後

売上構成比の変遷イメージ注2

21%

79%

=公募資金を活用

60%

40%

85%

15%



構成比 構成比 構成比 前期比 比率 前期比

1,117 100.0 1,095 100.0 2,025 100.0 184.9 3,000 100.0 148.1

ＳＯＳＥＩ事業 1,076 96.3 1,058 96.6 1,603 79.1 151.4 1,700 56.7 106.1

ＣｏｏｌＬａｓｅｒ事業 41 3.7 36 3.4 422 20.9 1,151.4 1,300 43.3 308.1

751 67.2 789 72.1 1,163 57.4 147.3 1,800 60.0 154.8

ＳＯＳＥＩ事業 729 67.8 645 61.0 898 56.0 139.1 970 57.1 108.0

ＣｏｏｌＬａｓｅｒ事業 21 52.7 143 392.0 264 62.6 184.0 830 63.8 314.4

366 32.8 305 27.9 862 42.6 282.1 1,200 40.0 139.2

ＳＯＳＥＩ事業 346 32.2 413 39.0 704 44.0 170.6 730 42.9 103.7

ＣｏｏｌＬａｓｅｒ事業 19 47.3 -107 △ 292.0 158 37.4 △ 147.4 470 36.2 297.5

551 49.4 494 45.2 561 27.7 113.5 620 20.7 110.5

人 件 費 190 17.0 153 14.0 190 9.4 123.8 223 7.4 117.4

研 究 開 発 費 214 19.2 170 15.6 163 8.1 95.8 190 6.3 116.6

支 払 手 数 料 58 5.2 103 9.4 110 5.5 106.9 94 3.1 85.5

そ の 他 88 7.9 66 6.1 96 4.8 144.8 112 3.7 116.7

-185 △ 16.6 -189 △ 17.3 301 14.9 - 580 19.3 192.7

ＳＯＳＥＩ事業 180 16.8 280 26.5 571 35.7 204.1 600 20.0 105.1

ＣｏｏｌＬａｓｅｒ事業 -192 △ 466.1 -325 △ 885.4 -69 △ 16.4 21.3 200 6.7 △ 289.9

本社費 -174 △ 15.6 -143 △ 13.1 -201 △ 9.9 139.7 -220 △ 7.3 109.5

103 9.3 59 5.4 3 0.2 6.1 0 0.0 0.0

31 2.8 28 2.6 42 2.1 149.5 20 0.7 47.6

-113 △ 10.2 -157 △ 14.4 262 13.0 - 560 18.7 213.7

0 0.0 0 0.0 0 0.0 - 0 0.0 -

0 0.0 0 0.0 0 0.0 - 0 0.0 -

-113 △ 10.2 -157 △ 14.4 262 13.0 - 560 18.7 213.7

-114 △ 10.3 -158 △ 14.5 321 15.8 - 480 16.0 149.5

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

特 別 利 益

特 別 損 失

税 引 前 当 期 純 利 益

当 期 純 利 益

経 常 利 益

2025.3期（実績） 2026.3期（予想）

売 上 高

売 上 原 価

（単位：百万円、%） 2023.3期（実績） 2024.3期（実績）

売 上 総 利 益

販 管 費

営 業 利 益
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2026.3期は引き続き収益性

を保ちながら、売上成長を

見込む。

数値計画

CoolLaser装置販売開始2期目の2026.3

期は、装置12台納品を想定。

SOSEI事業は、2019/3期→2024/3期の年平

均成長率（CAGR）10%程度の水準を見込

み、SOSEI+ソーラーの新事業開始により更

なる積み上げを図る。

SOSEI・CoolLaserとも売上総利益率は

2025.3期に引き続き、40%程を見込む。

SOSEIは建設業の平均水準約25%注と比べ高

水準。

全社従業員数(PA込)2025.3末40名

→2026.3末50名（内訳：SOSEI+4、CL+4、

本社+2）により人件費増加を見込む。※表内

の人件費は役員報酬を含む。

支払手数料は、IPO関連のリーガル

フィー17Mの費用減を見込む。

注：出所 一般財団法人建設業情報管理センター「建設業の経営分析(令和5年度)概要版」P.14
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５：APPENDIX
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トヨコーの事業は

多くの SDGs の取り組み目標に合致。

“インフラメンテナンス”で持続可能社会に貢献

トヨコーは現場を3K（キツい・汚い・危険）から3C（Cool・Clean・Creative）

に変え、少子高齢化で減少するインフラメンテナンス工事の担い手確保に寄与

し、持続可能な社会を実現する。
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温室効果ガス削減効果

年間 287,200t 注1 のGHG(温室効果ガス)削減

40

橋梁の塗替工事の年間市場規模600万㎡をブラストからCoolLaserに置き換えた場合、287,200t (7.98kg/㎡) の

GHG削減ができます。

注1：削減貢献量287,200トン/年＝A：機能単位であるサビ除去1㎡当たりのGHG排出削減 7.98[㎏/㎡]（B：ブラスト法で使用する電力45kW×50％×5時間/日＝112.5[kWh/日]－C：CoolLaserが使用する電力50kW×50％×5時間/日＝125[kWh/

日]）÷一日当たりサビ除去面積10[㎡/日]×CO2排出係数0.533[㎏CO2/kWh]＋(B：廃棄物発生量 41kg/㎡－C：廃棄物発生量 1kg/㎡）×CO2排出係数0.2161 [kgCO2/㎏]×D：普及量600万㎡注2（年間サビ除去量）×E：耐用年数6年 にて算定。

注2：出所＝ヤマダインフラテクノス㈱「ゴミを減らして世界を変える!!」P.20 https://cpds.kentsu.co.jp/assets/img/technology/45/document_pdf/ecoclean.pdf

これは

１.自動車の走行距離で比較すると約40,000台の自動車が1年間走行する距離

２.家庭の電力消費だと約20,000軒が年間に使用する電力量

に相当します。

https://cpds.kentsu.co.jp/assets/img/technology/45/document_pdf/ecoclean.pdf
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加盟企業の７割は全国の塗装工事会社。

ユーザー候補としても期待。
名 称

一般社団法人 レーザー施工研究会
Society of Laser Processing for Transportable system

会 長 西川 和廣（国立研究開発法人土木研究所 前理事長）

拠 点 〒417-0047 静岡県富士市青島町39

設 立 2019年4月1日

会員数 106社 ※2025/4末 賛助会員、学術会員を含む。

活動内容

①レーザー施工に関する安全ガイドラインの策定・公表

②人材育成

③レーザー施工に関する課題と対策の研究

④レーザー施工に関する普及啓発

理 事

副会長

岩坂 照之（前田建設工業㈱ 執行役員 ICI総合センター長）

豊澤 一晃（㈱トヨコー  代表取締役CEO）

専門家理事

森 猛（法政大学 名誉教授）

清水 尚憲（独立行政法人労働者健康安全機構労働安全衛生総合研究所 機械システム安全研究グループ  部長）

永井 香織（日本大学生産工学部建築工学科 教授）

貝沼 重信（九州大学大学院 工学研究院社会基盤部門 教授）

藤田 和久（光産業創成大学院大学 光エネルギー分野 教授）

花山 良平（光産業創成大学院大学 光情報・システム分野 准教授）

鈴木 啓悟（福井大学 工学系部門 建築建設工学講座 准教授）

理事

髙橋 正光（第一カッター興業㈱ 会長）

山本 直之（山本光学㈱ 代表取締役社長）

松浦 真明（鈴与建設㈱ 常務取締役 土木本部長）

レーザー施工市場創造に向け、安全ルールや取扱資格の制度など規格化を進め

てきた。会員企業の７割は全国の塗装工事会社であり、CoolLaserのファース

トユーザーとしても期待の声を頂いている。

https://www.laser-seko.org/ 出所：一般社団法人レーザー施工研究会定期総会招集通知、HP

一般社団法人 レーザー施工研究会

学術会員

補修専門家 安全専門家 光学専門家 民間実務家

知 

施主・元請の立場からは施工を任せられる
に足る一定水準の知見が可視化される

知見

人材育成部会 安全部会

レーザー照射処理施工士・レーザー照射処理管理技士の資格取得制度

・資格取得を目指す人の増加
・メンテナンス施工の担い手の呼び込みに繋がる

資格

資格者

https://www.laser-seko.org/
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CoolLaser の構成

トラック搭載

①システム

②レーザー発振器チラー

③トランス

タッチパネル

④タッチパネルA

⑤タッチパネルB

レーザー管理区域

⑩シグナルタワー

⑪コントロールボックス

⑫ヘッドチラー

⑬集塵機

ケーブル類

⑥エアホース

⑦通信ケーブル

⑧光ファイバー

⑨接続ケーブル

レーザーヘッド

⑭レーザーヘッド

安全対策

⑮保護具類

⑯遮蔽材

項目 仕様

レーザー 5.4kW近赤外光連続発振（CW）

積載寸法 5,500mm(W)×1,750mm(D)×2,100mm(H)

総重量 約3,000kg

消費電力 50kVA（100kVA以上の発電機をご使用ください）
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SOSEI と他工法との比較

スレート屋根の補修は、SOSEI工法を含め3つの工法が存在。SOSEIは他工法と比較すると全体的なバランスが良く、リピート率

も高いサービスとなっている。

SOSEI 金属カバー
鋼板屋根を上から被せる工法

スレート葺替え
屋根を新品に張り替える工法

棲み分け・使い分け
躯体強度が弱く金属カバーが選べない、

断熱性が欲しい、リーズナブルな価格
美観性を重視したい時

老朽化が著しい時、工場の操業を
止める事が可能な時

コスト(設計単価)注1 ○
（1.5万円/㎡）

△
（2.0~万円/㎡）

○
（1.5万円/㎡）

荷重
○

（~2.5kg/㎡）
✕

（6~15kg/㎡）
-

耐久性
○

（15年程度）
◎

（20年程度）
◎

（20年程度）

工期
○

（~150㎡/日）
○

（~150㎡/日）
✕

（50㎡/日）

断熱性
◎

（－20℃程度）
△

（断熱材要、ｺｽﾄ増）
✕

（効果なし）

事前処理
◎

（事前処理不要）

△
（要 穴開けorﾌｯｸﾎﾞﾙﾄ交換、ｱｽﾍﾞｽﾄ

調査）

✕

（要 工場操業停止）

総合評価
◎

弱点が無く全体的に
バランスが良い

△
屋根荷重が大きく近年の原料高で施

工費も高い

✕

工場の操業を止めなければならない

注1：足場代は除く。

出所：表中における◎、○、△、×は、施工先・元請工事会社等へのヒアリング等を踏まえた当社独自の分析と検討に基づく
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本資料は、当社への理解を深めていただくために、情報提供のみを目的として当社が作成したものであり、日本国内外を問わず一切の投資勧誘

またはそれに類する行為を目的として作成されたものではありません。

本資料に含まれる業績予想等の将来に関する記述（当社の事業計画、市場規模、競合状況、業界に関する情報及び成長可能性等が含まれます

が、これらに限られません。）は、本資料の発表日現在における当社の判断及び利用可能な情報等に基づくものであり、将来の業績等を保証する

ものではなく、様々なリスクや不確実性を内包するものです。実際の業績等は、環境の変化などにより予想と異なる可能性があることにご留意下

さい。

本資料には、当社の競争環境、業界動向や一般的な社会構造の変化に関する情報等の当社以外に関する情報が含まれています。当社は、これら

の情報の正確性、合理性及び適切性等について独自の検証を行っておらず、いかなる当該情報についてもこれらを保証するものではありません。

＜お問合せ先＞ 株式会社トヨコー pr@toyokoh.com


